機関名

報告書書式（領域１）

次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業
平成21年度委託事業 成果報告書
(領域1)
機　　　関　　　名
平成21年度事業報告書（領域１）
１．基礎情報
	機関名
	


	記入者
	職名：　　　　　　　　　　　氏名：
TEL：　　　　　　　　　　　 FAX：
E-mail：

	記入日
	　　　　年　　月　　日


機関リポジトリ情報
	名　　称
	

	公開URL
	

	BaseURL
	

	利用システムの選定
	　　　　　　　年　　　月　　　日

	導入システム
	

	ソフトウェア導入
	　　　　　　　年　　　月　　　日

	試験公開日
	　　　　　　　年　　　月　　　日

	一般公開日
	　　　　　　　年　　　月　　　日



	NIIからのハーベスト開始
	　　　　　　　年　　　月　　　日


２．コンテンツ収集・利用促進活動
	(1) 説明会，報告会等開催状況（21年度分のみ）
	実施回数
	内容

	(a)
	研究者向け学内説明会（会議／研修形式）の実施回数
	
	

	(b)
	研究室訪問等教員に対する個別啓蒙活動の回数
	
	

	(c)
	国際ワークショップ等での報告
	
	

	(d)
	国内ワークショップ等での報告
	
	

	(e)
	ワークショップ主催，共催，後援等
	
	


	(2) 記念行事等（これまでの全実績）
	日　付
	内　容

	リポジトリ開設記念等のマイルストーン行事
	
	


	(3) 他システムへの登録（これまでの全実績）
	日　付
	備　考

	(a) リポジトリ・ディレクトリへの登録
	
	

	
	・NII機関リポジトリ一覧
	
	

	
	・Registry of Open Access Repositories
	
	

	
	・Directory of Open Access Repositories
	
	

	(b) 外部検索システムとの連携
	
	

	
	・JuNii+ もしくはJAIRO
	
	

	
	・OAI-PMHデータプロバイダとしての登録
	
	

	
	・OAIster
	
	

	
	・Google
	
	

	
	・Google scholar
	
	

	
	・Scirus
	
	

	
	・その他（　　　　　　　　　　　　　　）
	
	


	(4) 継続的コンテンツ収集につながる学内制度改正等（これまでの全実績）
	日付
	内　容

	
	
	


	(5) その他の特筆すべき促進活動（学内システムとの連携，イベント等）（これまでの全実績）

	


３．システム導入経費（平成21年度分のみ：自己調達資金を含む）
	
	項　目
	金　額
	備　考

	(1)
	初期導入費
	0円
	・該当しない場合は「0」を記入してください

	(2)
	保守費用
	円
	

	(3)
	開発費
	円
	・開発内容を記入してください

例：○○機能追加開発

	(4)
	特記事項
	


４．リポジトリ構築・運用に関する制度整備状況（これまでの全実績）
※会議開催日等，整備状況の過程がわかるような資料を添付
	　
	項　目
	状況
（整備した日付等）
	備考

	(1)
	学内トップレベルの承認
	
	

	(2)
	リポジトリ構築方針の文書化
	
	

	(3)
	リポジトリ運用規則の文書化
	
	

	(4)
	リポジトリ構築／運用に係る全学的委員会の設置
	
	

	(5)
	リポジトリ構築／運用についての事務組織整備
各部門の責任範囲がわかるような，リポジトリ関連事務組織図
	
	

	(6)
	著作権許諾に関する活動
	
	

	(7)
	教員との連携
	
	

	
	特記事項



５．コンテンツ作成コスト（平成21年度分のみ）
	(1)
	実施体制

業務内容

係名等

FTE※

常勤
非常勤＋派遣
コンテンツ

システム

広報

その他（　　　　　　）

※ FTE：full time equivalentの略。専従換算(FTE換算)値。常勤職員の分と，非常勤職員＋派遣職員（直接雇用）の分を別々に算出してください。ただし，非常勤/派遣には，外部委託の人員分は含みません。

	(2)
	内部作業人件費
（自己資金を含む）
（注1）
	コンテンツ電子化
	円
	合計：

	
	
	メタデータ入力
	円
	円

	
	
	対象コンテンツ調査
	円
	

	
	
	著作権処理
	円
	

	
	
	広報
	円
	

	
	
	その他人件費
	円
	

	(3)
	外部委託費
（自己資金を含む）

（注2）
	コンテンツ電子化
	円
	合計：

	
	
	メタデータ入力
	円
	円

	
	
	対象コンテンツ調査
	円
	

	
	
	著作権処理
	円
	

	
	
	その他
	円
	

	(4)
	コンテンツを登録した教員数，および全教員数に対する割合（注3）
	名
	％

	(5)
	備　考
	


注1. 非常勤職員，派遣職員などを雇用し，内部で作業した経費について記入してください。概算で結構ですので，なるべく内訳まで算出してください。難しい場合は合計額のみでも構いません。
注2．外部委託の経費について記入してください。概算で結構ですので，なるべく内訳まで算出してください。難しい場合は合計額のみでも構いません。
注3．この項目は必須ではありませんが，できれば記載してください。コンテンツを登録した教員数とは，論文を提供した教員の実数（現在所属している教員数）になります。研究員や大学院生，共著者の数は含める必要はありません。全教員数とは，正規教員の数となります。いずれも概数で構いません。
６．平成21年度事業総括
１．実施内容
	


６．平成21年度事業総括
２．経費

(1) 総経費
	
	運営費(円)
	設備費(円)
	人件費(円)
	合　計(円)

	CSI委託費使用額
	
	
	
	　

	自己調達資金使用額
	
	
	
	

	合計（自己調達資金込）
	
	
	
	


(2) 運営費

運営費の明細（金額単位：円）

	品名・仕様

（数量×単価）（設置機関）
	CSI委託費
	学内予算等

自己調達資金

	
	
	

	合　計
	
	


(3) 設備費
設備費の明細（金額単位：円）

	品名・仕様

（数量×単価）（設置機関）
	CSI委託費
	学内予算等

自己調達資金

	
	
	

	合　計
	
	


(4) 人件費

人件費の明細（金額単位：円）

	品名・仕様

（数量×単価）（設置機関）
	CSI委託費
	学内予算等

自己調達資金

	研究職員
	
	
	

	事務職員
	
	
	

	人件費付帯経費
	
	
	

	合　計
	
	


７．平成22年度以降の持続性への展望
	· 本事業終了後の持続的かつ自立的な機関リポジトリ運用計画を具体的に記述してください。
· 特に経費や人員をどのように維持するかについての展望と，継続的なコンテンツ収集策の見通しについて記述してください。
· 教員DBとの関係や方針などについて記述してください。
· 自己資金調達予定があれば記述してください。金額を裏付ける資料があれば添付してください。

学内予算：
外部資金：


８．自由記述
	・本委託事業についてのご意見，ご要望等を自由に記述してください。
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